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激
榊
織
ま
り
を
守
矧
溌
朗
る
い
謝
謝
蓬

虻

群

沁

乎

貼

“

ｊ

Ｆ

叩

ｆ

ｆ

串

ｑ

貼

、

ｌ

、

、

宰

串

“

＄

・

“

“

“

“

窪

篭

蕊

登

宰
Ｆ
ご
醜
＄
“
串
唖
鑑
“
蜂
に
錦
詫
“
“
“
Ｊ
甥
亭
司
雪
漁
鞠
ろ
ま
ち
ゞ
を
擬
雛
馴
ぎ
し
漁
熱
戦
調
秘
烈

呂

ｒ

叩

叩

冊

叩

、

副

冊

叩

ｎ

１

ｂ

ご

認
溌
誰
“
駕
急
《
》
《
薮
“
一
…
瀧
城
蕊
“
嬬
蕊
』
熱
ゞ
一
詮
溌
慰
叩
“
纈
“
熟
群
私
，
齢
蕊
‘
窪
、
：
』
”
“
”
叩
鰯
”
”
”
潔
鵡
”
”
ゞ
叩
”
”
”
”
：
：
豊

蕊
蕊
蕊
謹

呈
心
？
串
ｕ
中
晶
ｎ
Ｊ
貼
貼
貼
ｆ
説
に
ｋ
砧
ｊ
串
誕
串
蕊
蕊
蕊
↑

一
蕊
撫
鱗
謀
醤

“

鋤

ｊ

和

典

…

“

噸

蝉

鰄

溌

遜

蝉

辨

黙

嫉

珊

粋

吟

“

“

．

和

、

明

誌

珊

叩

叩

叩

帯

叩

り

＃

叩

叩

』

叩

叩

、

ｊ

と

い

叩

Ｊ

貼

』

呂

に

砧

叩

貼

に

咄

Ｆ

Ｆ

串

叩

蹄

、

砧

咄

ｌ

虚

凸

貼

ｑ

叩

洲

冊

Ｊ

冊

、

Ｕ

冊

叩

Ｊ

凸

筑

乎

斗

ふ

い

凸

乎

巾

ｆ

弔

い

誤

ｒ

Ｊ

、

胡

、

、

謹

謹

熱

溌

謹

議

雲

簡
鯉
斬
騨
蝉
騨
“ 市民憲章Ⅷ再》自然をたいせつにＬ〆讓Ｌい

壬
藍
ら
李
せ
つ
排
雰
仰
醸
虫
冊
し
よ
『
う
湧
琴
一

花
貫
渓
谷
に

大
文
字
草
を
定
植

十
月
四
日
⑧
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
山
草

会
（
松
岡
秀
哲
会
長
）
の
会
員
約
二
十

人
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄

4

段

っ
た
大
文
字
草
、
約

百
株
を
大
都
直
光
先

の
指
導
で
、
花
貫
渓

に
植
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
夏
か
ら

か
け
て
長
さ
約
十
～

か
け
い

叩
の
花
茎
を
出
し
て

軌
の
字
」
の
白
い
花
を

純
る
大
文
字
草
を
花
貫

却
植
え
て
、
自
然
保
護

峰
の
復
元
に
協
力
し
ょ

訓
わ
れ
た
も
の
で
す
。

モ
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
山

二
県
北
の
山
草
の
研
究

謁
術
・
保
護
・
観
察
な

雛
て
、
自
然
に
親
し
み

毒
性
の
向
上
を
図
る
こ

極
し
た
愛
好
者
の
集
ま

▲
日
も
、
花
貫
渓
谷
で

を
流
し
て
い
ま
し
た

園編集・発行／高萩市役所市長公室金(0293)23-2111

２
・
・
…
・
…
市
民
憲
章
、
表
紙
説
明
、
花
貫
渓
谷
に

大
文
字
草
を
定
植
、
実
り
の
秋
を
実
感

３
…
・
…
・
・
第
二
十
回
体
力
づ
く
り
市
民
歩
く
会
兼

師
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

大
会
、
ほ
か

４
～
５
…
首
都
圏
の
リ
ゾ
ー
ト
地
域
を
め
ざ
し
て
、

シ
ー
ト
ピ
ァ
高
萩
、
高
戸
海
岸
Ｃ
ｏ
Ｃ
・

Ｚ
・
整
備
計
画
建
設
大
臣
認
定
記
念
式

６
～
７
…
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
下
水
道
整
備
、
受
益

者
負
担
金
決
ま
る

８
．
…
・
・
…
県
知
事
か
ら
優
良
相
談
員
表
彰
、
第
一

Ｉ

も
く
し

一、 シか少ﾞ ‐や苗
ノ － ｡ ｰ 、司一 と渓つ司二秋

ジ

ープ 谷生五

一
）

回
県
北
高
浜
少
年
す
も
う
大
会
、
私
の

ア
イ
デ
ア
料
理
、
ほ
か

９
…
・
・
…
・
私
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
寄
稿
「
青
年
の

つ
ば
さ
」
②
現
地
の
青
年
た
ち
と
交
流

へ
云

加
～
Ⅱ
…
第
七
回
市
民
総
合
体
育
大
会
、
高
萩
の

昔
話
と
民
俗
、
お
元
気
で
す
か
保
健
婦

で
す

胆
～
昭
…
秋
の
火
災
予
防
運
動
、
市
民
健
康
ま
つ

り
、
文
化
会
館
も
よ
お
し
も
の
、
は
か

り
の
定
期
検
査
を
実
施
、
ほ
か

．
…
．
．
…
日
曜
当
番
医
、
成
分
献
血
実
施
の
お
し

４１

ら
せ
、
善
意
の
窓
、
人
口
と
世
帯
、
ほ

か

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
人

た
ち
と
一
緒
に
車
イ
ス

で
ぶ
ど
う
狩
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

棚
い
つ
ぱ
い
に
、
さ

が
っ
た
ぶ
ど
う
の
房
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
て
い
ね

い
に
も
ぎ
り
と
り
、
実

り
の
秋
を
実
感
し
ま
し

た
。

「
こ
れ
か
ら
も
、
い

ろ
い
ろ
な
催
し
を
企
画

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
凶
と

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ｰ

水
戸
市
の
県
武
道
館
で
、
少
林
寺
拳
法
第
一
回
茨

城
県
大
会
が
開
か
れ
、
県
内
各
地
か
ら
約
四
百
五
十

人
が
参
加
、
こ
の
大
会
に
市
内
か
ら
出
場
し
た
豆
拳

士
た
ち
が
、
団
体
・
個
人
の
部
で
優
勝
す
る
な
ど
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

○
団
体
年
少
の
部
優
勝
、
準
優
勝
、
第
三
位

○
団
体
一
般
の
部
準
優
勝

○
高
校
有
段
の
部
優
勝
（
阿
部
・
石
和
）

さ
二
た

高
校
段
外
の
部
準
優
勝
（
造
田
・
宮
下
）

○
年
少
三
級
以
上
の
部
優
勝
（
小
林
・
松
木
）

準
優
勝
（
川
口
・
竹
ノ
下
）

○
年
少
四
級
以
下
の
部
準
優
勝
（
藤
田
・
小
谷
）

……

〃
エ
ィ
ー
ッ
〃

気
今
い
を
入
れ
て
豆
拳
士

…蜜…鍵箪“鍵¥鷺…譲葡織蕊蕊灘嬢禽鍵豐鐸

表
紙

▲表情も真剣です

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－ 空

ー



▲車イスでの参加者もさわやかに ▲元気に市役所を出発▲名馬里が渕でとん汁に舌鼓

十
月
十
日
（
体
育
の
日
）
に
第
二
十
回

体
力
づ
く
り
市
民
歩
く
会
兼
ｗ
グ
リ
ー

ン
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
行

わ
れ
、
市
民
約
八
百
人
が
参
加
し
て
、

澄
み
き
っ
た
秋
空
の
も
と
、
快
い
汗
を

か
き
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。

君
が
い
な
い
と
は
じ
ま
ら
な
い

を
合
い
言
葉
に
…
…

助
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構
で

は
、
十
一
月
十
四
日
㈹
（
前
夜
祭
Ｉ
開

催
地
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）
、
十
五
日
㈲

の
二
日
間
に
わ
た
り
、
ｗ
グ
リ
ー
ン
ふ

る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
大
子
町
の

大
子
中
学
校
で
開
催
し
ま
す
が
、
そ
の

Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
今
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
が
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市民8.0人が参加

第20回体力づくり市民歩く会

兼'87グリーンふるさとﾌｪｽﾃｲバﾙ

ブﾚｲべﾝﾄ､ｳｫｰｸﾗﾘｰ大会
ー

十
一
月
十
五
圓
側
松
本
伊
代
シ
ョ
ー

Ｗ
ク
リ
０
シ
ふ
る
き
と
コ
エ
異
ラ
イ
バ
ル
②
韮
惣
曲
湧

い
き
い
造
を
し
た
ま
ち
づ
く
り

茨
城
県
北
西
地
域
の
未
来
を
拓
く

㈱
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
構

、
や
韻
、
誤

茨
城
県
北
西
部
の
地
域
は
、
豊
か
な
御
前
山
村
、
七
会
村
、
岩
瀬
町
、
大
宮

自
然
に
恵
ま
れ
、
大
き
な
発
展
の
可
能
町
へ
山
方
町
、
美
和
村
、
緒
川
村
、
金

性
を
秘
騨
て
い
ま
す
や

払
郷
村
、
水
府
村
、
里
美
村
へ
夫
子
町

串砧伊串

そ
こ
で
、
県
北
地
域
の
発
展
の
可
能

性
を
引
き
出
し
、
活
性
化
さ
せ
、
い
き
主
な
施
策

い
き
と
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
新
・
産
業
お
こ
し

Ｊ

、

へ

》

し

い

地

域

振

興

シ

ス

テ

ム

と

し

て

、

二

一

◇

｜

ふ

↑

る

さ

と

宅

急

便

年
前
に
側
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機
・
観
光
開
発
と
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
グ
づ
く
り

構
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
ま
ち
“
に
〃
む
ら
“
に
イ
ベ
ン
ト
を

こ
こ
で
ば
、
県
や
讃
町
村
薮
各
種
団
”
・
寵
市
交
流
・
Ⅳ
《
〆

砧Ｆ叶凹認串串貼体、民間企業、地域住民がいつし。ＰＲ作戦

ょ
に
な
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
・
情
報
バ
ン
ダ

そ
れ
ぞ
れ
の
知
恵
と
力
を
出
し
合
壺
い
、
《
釦
猿
興
へ
の
人
づ
く
り
＆

積
極
的
な
施
策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
＃
″
※
詳
し
く
は
”
榊
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と

参
加
竜
町
村
（
十
八
竃
町
村
）
》
《
域
振
興
機
構
へ
忠
：
□

高
萩
市
、
北
茨
城
市
へ
常
陸
太
田
市
、
壷
○
二
九
二
１
二
四
’
七
一
六
六

笠
間
市
向
十
王
町
、
駕
北
町
、
桂
村
、

○
地
域
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
地
域
特
産
品

の
展
示
、
販
売
、
民
工
芸
技
術
の
実

演
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
ほ
か

○
郷
士
芸
能
、
バ
ン
ド
演
奏
、
ほ
か

○
参
加
の
広
場
ジ
ャ
ン
ヶ
ン
大
会
、

○
×
式
ク
イ
ズ
、
ほ
か

○
音
楽
祭
松
本
伊
代
シ
ョ
ー

○
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ン
ヨ
ー

マ
ス
ク
マ
ン
、
ン
ョ
Ｉ

○
子
ど
も
の
広
場
、
ほ
か

ー

、
P

十
月
一
日
附
か
ら
、
赤
い
羽
根
の
共

同
募
金
連
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
鈴
木
市
長
や
熊
坂
助
役
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
関
係
者
約
二
十
人

が
、
高
萩
駅
前
で
朝
の
通
勤
、
通
学
の

市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
共
同
募
金
の
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
十
二
月
三
十
一
日
附

ま
で
続
け
ら
れ
ま
す
。

'まいノあ寺たの

胸にも赤い羽根

ｑ
駅
前
で
協
力
を
呼
び
か
け

'一t…

…

〆
L

3



首都圏のリゾート地域をめざして

シ臼駁ビア高談
’

高戸海岸C.C.7.整備計画建設大臣認定記念式
蝉

十
月
十
七
日
出
、
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー

デ
ン
で
、
高
戸
海
岸
Ｃ
ｏ
Ｃ
・
Ｚ
・
整
備
計

画
建
設
大
臣
認
定
記
念
式
が
、
建
設
省

や
県
、
全
国
十
二
認
定
市
町
、
地
元
関

係
者
な
ど
、
約
三
百
人
が
参
加
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
、
鈴
木
市
長
は
、
「
高
萩
市

は
、
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
文
化
都

市
を
め
ざ
し
、
新
総
合
計
画
の
も
と
に

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、

待
望
の
常
磐
自
動
車
道
の
昭
和
六
十
三
年

三
月
の
開
通
を
前
に
、
現
在
、
す
で
に
県

下
最
大
の
小
山
ダ
ム
建
設
計
画
も
進
行

蟻蕊，

識

中
で
あ
り
、
既
存
の
花
貫
ダ
ム
周
辺
の

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
整
備
事
業
、
高
萩

温
泉
病
院
を
中
核
と
す
る
温
泉
の
多
目

的
利
用
な
ど
、
海
と
温
泉
・
山
間
地
域

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
開
発
利
用
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
高
戸
海
岸
の
自
然
的
、
地

理
的
に
恵
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
条
件
を

生
か
し
な
が
ら
首
都
圏
の
リ
ゾ
ー
ト
地

域
と
し
て
魅
力
あ
る
海
浜
公
園
と
し
て

整
備
し
て
い
き
た
い
酉
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

麓

北海道から沖縄まで全国36都道府

県,321通の応募があり，選考の結果

右のかたがたが入選，佳作に選ばれ

当日表彰されました。

高
戸
海
岸
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｚ
・
ネ
ー
ミ
ン
グ
選
考
結
果

（
敬
称
略
）

●
入
選
「
シ
ー
ト
ピ
ア
高
萩
」

永
塚
澄
子
（
弱
歳
）
高
浜
町

●
佳
作
「
高
萩
シ
ー
サ
イ
ド
マ
リ
ン
パ
ー
ク
」

皆
川
修
（
皿
歳
）
高
浜
町

「
高
萩
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
」

小
野
惣
二
（
師
歳
）
安
良
川

「
高
萩
サ
ン
ビ
ー
チ
」

辻
彦
三
（
拠
歳
）
大
洗
町

蝋鎚譲薙瀞織纒葱惑,職翻職i職1輪

C､C､Z認定市町

①一北海道広尾町

②福島県原町市

③茨城県高萩市

④千葉県大原町
①

▲表彰される永塚さん(右）

記
念
式
終
了
後
、
鈴
木
市
長
の
案
内

で
、
建
設
省
、
茨
城
県
な
ど
関
係
者
が
、

高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
側
か
ら
高
戸
海

岸
に
の
ぼ
り
、
現
地
附
近
を
視
察
し
ま

し
た
。

高
戸
海
岸
を
視
察 ⑨和歌山県那智勝浦町

⑩広島県呉市
⑪愛媛県今治市
⑫沖縄県北谷町

拝
4』
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等叫年 轌矛

「
シ
ー
ト
ピ
ア
高
萩
」

升
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

批

韓

斌

鍬

嘘

訓
無
靭
砺
．

パー、…

し
海
浜

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン

（
高
戸
海
岸
）

門

砿

始 =

幹事会 連絡協議会

計
画
の
実
現
に
む
け
始
動

連
絡
協
議
会
が
発
足

十
月
十
三
日
㈹
、
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｚ
。
整
備
計
画
元
関
係
者
な
ど
十
一
人
で
構
成
、
鈴
木
市
長
が

に
関
連
す
る
各
種
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
か
か
委
員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

わ
る
連
絡
調
整
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
高
戸
ま
た
、
こ
の
協
議
会
の
下
部
組
織
と
し
て
幹

海
岸
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｚ
・
整
備
事
業
連
絡
協
議
会
」
が
発
事
会
（
十
七
人
）
を
設
置
、
計
画
の
事
務
し
べ

足
、
計
画
の
実
現
に
む
け
て
始
動
し
ま
し
た
。
ル
で
の
詰
め
な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

こ
の
協
議
会
は
、
民
間
や
国
、
県
、
市
、
地
た
。

氏 名 所 属

茨城県土木部監理課長

茨城県土木部
道路建設課長

氏 名 所 属

鈴木藤太高萩市長

みない

薬袋正明茨城県土木部長

鈴木藤太

役職

委員長

おりもと

折本
しんや

信也

田崎忠行

副委員長斉藤雄三郎

小林秀文

林

－又

茨城県土木部河川課長

茨城県企画部

地域整備一課長

ー

瀬

Ｉ
Ｉ
Ｊ
１
１
１
Ｊ

、
、

ノ
ノ

一

秀
信

副委員長 鈴木政昭高萩炭礦㈱
茨城県商工労働部

観光物産課長

茨城県
高萩土木事務所長 斉藤 博建議工事事務所長

安達常太郎茨城県企画部長

ともよし

長山智由
よしやす

熊坂吉惠 高萩市助役

高萩市市長公室参事

高萩市市長公室長

佐川好和
さねのり

人見實徳 茨城県商工労働部長金沢和夫

矢吹和典 高萩市建設部長

高萩市経済部長

やすまさ

佐川安應佐川晏應 |高萩市議会議長
沼田 栄

》
唾

実

捧
一
縞

高萩炭礦㈱

高戸地区常設委員

大高 実 高戸地区常設委員

東光英昭 JR東日本旅客鉄道㈱あくつ

合L了竺

｣I、 忠夫 JR東日本旅客鉄道廿蜘

海洋開発関係コンサル
タント㈱オオバ

海洋開発関係機関

川崎製鉄㈱

海洋開発関係機関

日商岩井㈱

海洋開発関係機関

川崎製鉄㈱

まきゆき

真之
ももせ
一、←ア

白沸員若狭吉夫
たけたに

竹谷正之
海洋開発関係機関

日商岩井㈱

たす〈

長谷村資きょうすけ

関谷恭亮
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昭和64年度供用開始予定

急ピッチで進む下水道整備

Iﾖ立・高鞍･十王瞳憾下水適細合

い
よ
い
主
高
談
繭
に
も
下
水
道

受
益
者
負
担
金
決
ま
る

単
位
負
担
金
一
㎡
当
た
り
三
百
四
十
円

下
水
道
は
、
私
た
ち
が
快
適
な
日
常

生
活
を
し
て
い
く
う
え
で
、
必
要
不
可

欠
な
施
設
で
す
。

し
か
し
、
全
国
の
下
水
道
普
及
率
は

三
十
七
％
で
、
と
く
に
そ
の
中
で
地
方

都
市
は
大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
川
や

他市町村の受益者負担金の状況 池
、
沼
、
海
を
守
り
、

快
適
で
豊
か
な
生
活
を

し
て
い
く
た
め
に
、
今
、

市
内
各
地
で
下
水
道
の

整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
日

立
・
高
萩
・
十
王
広
域

下
水
道
組
合
が
進
め
て

い
る
広
域
下
水
道
事
業

の
受
益
者
負
担
金
な
ど

を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

高
萩
市
の
下
水
道
は
、
日
立
市
、
十

王
町
と
の
二
市
一
町
で
、
広
域
的
に
汚

水
を
処
理
す
る
広
域
公
共
下
水
道
計
画

で
整
備
を
進
め
て
お
り
、
い
よ
い
よ
昭

和
六
十
四
年
度
の
供
用
開
始
年
度
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
費
の
一
部
を
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
受
益

者
負
担
金
も
、
九
月
二
十
四
日
附
、
日

立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
議

会
で
、

○
単
位
負
担
金

一
㎡
当
た
り
三
百
四
十
円

に
決
ま
り
、
昭
和
六
十
三
年
度
（
五
月
）

か
ら
高
浜
町
の
全
部
、
有
明
町
・
東
本

町
の
一
部
の
み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
（
こ
の

地
域
が
、
昭
和
六
十
四
年
度
供
用
開
始

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
高
浜

町
の
全
部
、
有
明
町
・
東
本

町
の
一
部
で
受
益
者
負
担
金

（
）

受受
益
者
負
担
金
と
は
、
下
水
道
事
業

費
の
一
部
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

下
水
道
を
使
用
で
き
る
の
は
、
定
め

ら
れ
た
区
域
内
の
市
民
に
限
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
下
水
道
事
業
費
を
税
金
だ
け

ま
か
な

で
賄
お
う
と
す
れ
ば
、
下
水
道
を
使
用

で
き
な
い
市
民
に
も
負
担
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
、
不
公
平
を
生
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
区
域

は
、
生
活
環
境
が
快
適
に
な
る
な
ど
土

地
の
便
益
性
が
大
き
く
な
り
、
土
地
の

利
用
価
値
・
資
産
価
値
が
増
加
し
、
下

水
道
に
よ
っ
て
著
し
い
利
益
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
下
水
道
の
恩
恵
を
受

け
る
土
地
の
権
利
者
（
受
益
者
）
の
み

な
さ
ん
に
は
、
事
業
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
の
で
す
。

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
）
⑯

こ
の
単
位
負
担
金
は
、
当
組
合
の
第

一
期
事
業
計
画
区
域
（
日
立
・
高
萩
・

十
王
）
の
す
べ
て
の
土
地
（
田
、
畑
等

含
む
。
）
に
か
か
り
、
こ
れ
に
市
民
の
み

な
さ
ん
の
所
有
す
る
土
地
、
ま
た
は
、

権
利
の
あ
る
土
地
の
面
積
を
乗
じ
負
担

金
総
額
を
算
出
し
て
、
年
四
回
に
分
け

四
年
間
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。益
者負
担
全
制
度

取手市

勝田市

古河市

東海村

単位負担金(円/㎡）

500円

480円

450円

340円

徴収年限

5年

l～5年

5年

4年

条例制定年月

昭和59年8月

昭和59年12月

昭和60年3月

昭和62年6月



納
入
方
法

年
四
回
に
分
け
、
四
年
間
で
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
書
は
、
年
一
回
（
五
月
）
に
送

り
ま
す
の
で
、
指
定
納
期
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

納
期
は
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
、

翌
年
の
二
月
の
計
四
回
で
す
。

ま
た
、
納
期
に
か
か
わ
ら
ず
前
納
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
前

納
の
月
数
に
応
じ
て
報
奨
金
が
出
ま
す

（
た
だ
し
、
通
算
し
て
一
万
円
を
限
度
と

し
て
い
ま
す
。
）

※
詳
し
く
は
、
日
立
・
高
萩
・
十
王
広

域
下
水
道
組
合
金
三
二
－
五
五
九
五
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

》

ザ



九
月
二
十
九
日
㈹
、
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
第
十
七
回
茨
城
県
青
少
年
相

談
員
研
修
大
会
が
開
催
さ
れ
、
樫
村
幸

一
さ
ん
が
県
知
事
か
ら
優
良
相
談
員
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

樫
村
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら

吉
少
年
相
談
員
と
し
て
十
五
年
間
青
少

年
の
非
行
防
止
、
健
全
育
成
に
尽
力
さ

れ
今
回
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

県
知
事
か
ら

優
良
相
談
員
表
彰

しみぬのひろIま

１
つ
ま
⑳

こ
係
詑

起
ら
線

に
た
内

近
し
身
ま
Ⅶ

の
り
訂

ん
あ
３

さ
か
壁

な
何
く

み
。
係

‘
す
聴

は
ま
広

一
し
報

ナ
介
広

紹

課

．
を
。
動

の
声
い
活

は
‘
さ
民

ろ
事
だ
市

ひ
行
く
華

の
や
せ
先

民
題
寄
て

市
話
お
あ

た
で
☆

／
１
１
１
、

樫村幸一さん

(下手綱）

！
允
十
読
人
の
菌
力
士
鋤
参
加

第
一
回
県
北
高
浜
少
年
す
も
う
大
会

言

ｰ

▲益金の－部を寄附

▲勝負の分かれめ土俵ぎわ

十
月
十
八
日
⑧
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
、
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

主
催
の
第
九
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
約
二
百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
成
續
（
敬
称
略
）

男
子
優
勝
秋
山
俊
治

準
優
勝
大
和
田
通
明

三
位
大
塚
典
雄

女
子
優
勝
下
山
田
き
み

べ
ス
ト
グ
ロ
ス
大
和
田
通
明

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

十
月
四
日
⑧
、
山
王
す
も
う
場
で
、

第
一
回
県
北
高
浜
少
年
す
も
う
大
会
が

行
わ
れ
、
県
北
六
市
町
か
ら
十
六
チ
ー

ム
、
九
十
六
人
の
豆
力
士
が
参
加
し
て

日
ご
ろ
鍛
え
た
技
を
競
い
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

囹
団
体

準
優
勝
・
・
…
・
高
萩
Ａ
チ
ー
ム

囮
個
人
（
高
萩
）

．
二
年
の
部

準
優
勝
…
…
石
井
一
晃

三
位
…
…
大
谷
祥
平

●
四
年
の
部

三
位
…

●
五
年
の
部

三
位
…
．
・
三
村
竜
二

二
ま
だ

胡
麻
田
一
己

ざぞ

（
，
）

のアイデア料鯉
に

灘し且

俄
甚

熟拶斗鍾ゞ :浸蝋I蕊(”｡鱒”1
・人参 309 ．小麦粉

・塩,こしょう 少々 ・とき卵

･ウィンナーソーセージ10本・パン粉
，適宜

・卵(ゆでたもの） 2個 ・油

、バター大さじ4 ・さやいんげん

｡小麦粉大さじ6 ．レモン

食生活改善推進員

柴田日出子さん
（高戸）

「1個のコロッケにたくさんの

具が入って， 口の中でとろっとと

けてしまいます。主人や子どもも

喜んで食べてくれるんですよ。

残った野菜や冷蔵庫にあるもの

を利用して簡単に作れるのでいか

がですか。ポテトゴロッケとちが

ってあとひとつぐらい食べられそ

うです｡」

凸面・牛乳 300c.C.

＜作り方＞

①キャベツ， セロリ，人参はせん切りにし， ゆでてよ(l)キャベツ， セロリ，人参はせん切りにし， ゆでてよくしぼり，バラバラに広げて塩，

こしょうをする。

②なべにバターをとかし，小麦粉を色づかないようにいためる。牛乳を少しづつ入れて

とろみがつくまで煮つめ，塩， レモン汁を加える。

③ボールにみじん切りのゆで卵，小口切りのウィンナーソーセージと①の野菜をあわせ

②のホワイトソースに入れてよくまぜる。

麺を好みの形にまとめ小麦粉， とき卵，パン粉の順につけ中温(180℃)の油で揚げる。

さやいんげんは塩少々を加えた熱湯でゆでてバターをからめる。
L ノ

＄



秘とボランティア
「
私
は
、
長
い
間
看
護
婦
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
仕
事
を
辞
め
て
か
ら
高
血

圧
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
知
人
に
誘
わ
れ
て
、
こ

ま
ど
り
日
舞
愛
好
会
に
入
り
ま
し
た
が
、

〃
趣
味
と
健
康
を
め
ざ
し
、
明
る
い
家

庭
や
親
睦
、
交
流
を
深
め
る
“
と
い
う

目
的
に
、
心
が
な
ぜ
か
ホ
ッ
と
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
も
し
て
お
り
、
健
康
の
た
め
に
も

よ
い
と
聞
き
、
ち
ょ
う
ど
何
か
社
会
の

た
め
に
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
思
い
切
っ
て
参

加
し
ま
し
た
。

今
年
で
五
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ま
で
踊
り
と
無
縁
だ
っ
た
私
を
、

会
員
の
み
な
さ
ん
が
熱
心
に
指
導
し
て

く
だ
さ
り
、
病
気
の
こ
と
な
ど
も
す
っ

人
を
思
い
や
る

心
を
大
切
に

⑥

荒脅

巻き
加か

胃根ね
明さ

回ん

…

： 》鐸録鋳溺
崎
駕
綴
蕊
縫
蕊
癖
鋳
癖
騨
癖
壗
錘
曇
”
錘

タ

態

I

#‘圏．
I

か
り
忘
れ
、
一
生
懸
命
練
習
に
取
り
組

み
、
そ
の
結
果
、
血
圧
も
正
常
に
な
り

病
院
通
い
も
な
く
な
り
、
大
変
喜
ん
で

い
ま
す
。

こ
ま
ど
り
日
舞
愛
好
会
の
活
動
と
し

て
は
、
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
、

学
校
な
ど
で
踊
り
を
通
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
交
流
を
し
た
り
、
二
年
ご
と
に
発

表
会
な
ど
を
実
施
し
て
、
そ
の
経
費
の

中
か
ら
一
部
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

附
し
た
り
し
て
い
ま
す
Ｊ
と
話
す
荒
巻

さ
ん
の
十
八
番
は
、
武
士
も
の
（
黒
田

節
や
織
田
信
長
な
ど
）
だ
そ
う
で
す
。

「
ま
た
、
一
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
横
川

小
学
校
の
父
兄
の
か
た
か
ら
、
振
り
付

け
を
頼
ま
れ
、
今
年
の
運
動
会
に
も
会

員
十
七
人
全
員
が
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

踊
り
と
い
う
と
、
優
雅
で
遊
び
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
私
た
ち
の
会
は
で
き
る
だ
け

経
費
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
保
持
と
人

を
思
い
や
る
心
を
大
切
に
し
て
、
日
舞

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
酉

と
荒
巻
さ
ん
は
、
元
気
に
こ
う
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

※
こ
ま
ど
り
日
舞
愛
好
会
で
は
、
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
一

緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

連
絡
先
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

壷
二
三
’
一
二
二
内
線
三
五
四

）

次
に
、
私
た
ち
は
モ
ス
ク
ワ
を
あ
と

に
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
へ
向
か
い
ま
し
た
。

小
型
機
だ
っ
た
せ
い
も
あ
っ
て
、
エ

ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
機
の
機
内
は
、
と
て

も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
（
家
庭
的
）
な
雰
囲

気
で
、
何
と
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
（
操
縦
室
）

の
中
を
見
せ
て
も
ら
い
、
写
真
ま
で
も

撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
パ
リ
郊
外
の
エ
ソ

ン
ヌ
県
へ
直
行
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

や
大
規
模
な
肥
料
工
場
な
ど
を
見
学
し

ま
し
た
が
、
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、

現
地
青
年
た
ち
と
の
交
流
会
で
し
た
。

＃

＆
■
②
一
三
》
■
が
ぷ
Ｅ
；

粥
》
現
地
の
青
年
だ
ち
を
交
流
会
議
感

フ
ラ
ン
易
《
塁
帆
ツ
ン
興
隠
・
浦
り
》
知

蟻

“

』､全

▲工ソンヌ県で青年たちと交流会

蟹
あ
こ
が
れ
の
パ
リ
、
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ

い
よ
い
よ
、
あ
こ
が
れ
の
パ
リ
、
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
で
す
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮

殿
は
、
も
う
た
だ
言
葉
も
な
く
、
そ
の

き
ら
び
や
か
さ
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
、
ど
ん
な
に
説
明
を
聞
い

た
り
、
写
真
を
見
た
り
し
て
も
実
際
に

見
て
み
な
け
れ
ば
、
あ
の
豪
華
さ
は
わ

か
ら
な
い
で
し
ょ
垂
フ
。

と
に
か
く
、
芸
術
家
た
ち
が
生
命
の

限
界
ま
で
美
を
求
め
て
作
っ
た
と
い
う

感
じ
で
す
。
そ
し
て
、
パ
リ
は
ま
さ
に

同
年
代
の
青
年
が
二
十
人
ほ
ど
集
ま

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
英
語
で
話
し
た
の

で
す
が
、
言
葉
が
思
う
よ
う
に
話
せ
な

く
と
も
、
お
互
い
相
手
の
こ
と
を
知
ろ

う
と
一
生
懸
命
で
し
た
。

日
本
人
は
、
欧
米
人
に
対
し
て
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
が
、
彼
ら
も
私
た
ち
日
本
人
に
と
て

も
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
難
し
い

話
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
す
ぐ
に

打
ち
と
け
あ
っ
て
、
と
て
も
楽
し
い
ひ

と
と
き
で
し
た
。
、

ー

ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
も
そ
う
で
し
た

が
、
あ
ら
ゆ
る
建
物
の
内
部
や
美
術
館

の
絵
画
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
写
真
撮
影
が

可
能
で
し
た
。

今
回
は
見
学
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
な
ど
は
、
人
が
た
く

さ
ん
入
る
日
曜
日
は
、
何
と
入
館
料
が

無
料
に
な
る
そ
う
で
す
。

日
本
で
は
、
む
し
ろ
休
日
は
何
で
も

高
く
な
る
の
に
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か

恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う

考
え
方
は
、
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。
沙

パ
リ
で
し
た
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
か
ら
パ

リ
に
向
か
い
、
凱
旋
門
が
見
え
て
き
た

と
き
は
本
当
に
感
動
し
ま
し
た
。

街
並
み
は
、
ほ
と
ん
ど
バ
ス
の
中
か

ら
し
か
見
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
美
し
さ
は
想
像
以
上
で
、
そ
れ
だ
け

で
も
な
ぜ
世
界
中
の
人
々
が
パ
リ
へ
行

き
た
が
る
の
か
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
バ
ス
で
、
コ
ン
コ
ル
ド

広
場
、
モ
ン
マ
ル
ト
ン
の
丘
に
あ
る
サ

ク
レ
・
ク
ー
ル
寺
院
、
印
象
派
の
オ
ル

セ
ー
美
術
館
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
な



第8回ソフトボール大会

10月4日旧), 11日旧)の2日間，高浜運動広

場で，第8回ソフトボール大会が，男女合わ

せて23チームの参加で行われました。

成績男子優勝山之内製薬

女子優勝高萩フレンズ 第14回卓球大会

10月4日旧） 市民体育館で，第14回卓球大

会が開かれ，約350人が参加して，好ゲーム

を展開しました。成續（敬称略）

○男子シングル優勝松本（高萩クラブ）

○女子シングル優勝黒木（高萩高校）

○男子ダブルス優勝小島宮島組(永谷園）

○女子ダブルス優勝鈴木，黒木組(フリー）

‐

蕊鍵驚鍵灘鱗鴬韓蕊…

第39回軟式庭球大会
10月4日旧）秋空のもと高浜運動広場テニ

スコートで，第39回軟式庭球大会が開かれ，

参加者99組， 198人が熱戦を繰り広げました。

成績（敬称略）

優勝

○一般男子熊谷, I澗組（高萩クラブ）
○一般女子佐藤，熊谷組（高萩レデイース）

○中学男子井上， 山本組（高萩中）

○中学女子大関，渡辺組（高萩中）

!蕊蕊蕊

第13回バレーボール大会（
）

10月11日旧）市民体育館で，第13回バレー

ボール大会が行われ，男女合わせて15チーム

が参加，熱戦に汗を流しました。

成績男子優勝TVBC

女子優勝愛好会B

蕊
今
云大

奪
球
争
野
跡
蛎
市回５１第九

月
六
日
㈲
に
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
、

八
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
市
長
杯

争
奪
軟
式
野
球
大
会
は
、
十
月
十
一
日
側
、
市

営
野
球
場
で
、
和
華
羽
会
と
高
萩
小
堀
チ
ー
ム

が
決
勝
を
争
い
接
戦
の
末
、
四
対
三
で
和
華
羽

会
チ
ー
ム
が
、
四
年
ぶ
り
三
度
目
の
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。

○
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

優
勝

和
華
羽
会

準
優
勝
高
萩
小
堀

第
三
位
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城

″

助
川
電
気

最
優
秀
選
手
賞

幸
季
壁
ご
ｈ
津
》

飯
田
真
人

敢
闘
賞
高
野
広
寿

打
撃
賞
石
井
健
寿

F1⑪



糖尿病の合併症・併発症

常
陸
五
山
に
祭
ら
れ
た
大
物
主
神
（
三

輪
山
の
神
）
は
、
時
季
に
応
じ
て
雨
を

降
ら
せ
、
豊
作
を
も
た
ら
す
神
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
神
が
蛇
身
で
あ
り
、
雷
神

の
姿
を
と
る
と
さ
れ
て
い
る
の
も
、
そ

の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
『
高
萩
の
昔

話
と
伝
説
』
に
父
と
娘
の
二
人
暮
ら
し

の
家
が
あ
り
、
毎
日
、
田
に
水
を
ひ
き

に
行
く
が
、
水
が
少
な
く
植
え
た
稲
も

高萩の昔話と

民俗

三輪山神婚説話

（10）

志田
一一

1＝E=

同子

蕊
甥
静
溺
鍛
穀

枯
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
田
の
水
口
に
い

た
蛇
が
「
私
に
娘
を
く
れ
た
ら
田
に
水

を
十
分
に
引
い
て
や
ろ
う
唖
と
い
っ
た
、

と
あ
る
の
も
同
じ
信
仰
か
ら
生
ま
れ
た

話
な
の
で
あ
る
。

ま
た
常
陸
五
山
に
は
日
吉
山
王
権
現

ま
つ

を
祀
っ
て
い
た
の
で
、
猿
に
関
す
る
伝

説
も
多
い
。
慈
覚
大
師
が
金
砂
山
に
日

か
ん
じ
よ
う

吉
山
王
社
を
勧
請
し
た
あ
る
夜
、
窓
辺

に
も
た
れ
月
明
の
美
に
快
惚
（
こ
う
こ

つ
）
と
し
て
い
る
と
、
二
十
一
匹
の
大

猿
が
前
庭
に
あ
ら
わ
れ
、
赤
白
の
二
粒

の
玉
を
手
に
し
て
舞
い
楽
し
み
、
幻
影

の
よ
う
に
消
え
て
い
っ
た
。
慈
覚
大
師

は
、
そ
の
姿
を
模
写
し
猿
楽
の
中
王
と

名
づ
け
た
。
さ
ら
に
二
粒
の
玉
を
請
い

求
め
て
加
持
す
る
と
、
不
思
議
の
奇
特

幸
》
蕊
蕊
銅
露
辮
蝿
識
識
群
蝉
騨
謡
率
鍔
蝿

際
》

お元気ですか偲侭鰯です
11月は糖尿病週間

霊
顯
黙
辮
鶏
鍵
鍵
癖
鍵
譲
議

》

蕊
し
写
真
は
田
の
水
口
（
み
な
く
ち
）

が
あ
り
、
万
福
願
い
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

え
ん
め
ん

金
砂
山
の
田
楽
が
猿
面
で
舞
わ
れ
る
の

も
そ
の
た
め
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
茨
城
新
聞
社
編
「
金
砂
神
社
大
祭
礼
』
）

糖
尿
病
は
、
戦
後
も
っ
と
も
増
え
て

き
た
成
人
病
の
一
つ
で
す
。

全
国
で
患
者
数
は
成
人
百
人
中
約
五

人
は
、
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
代
別
で
は
、
四
十
代
半
ば
か
ら
の
増

加
が
目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

増
加
の
背
景
に
は
食
生
活
の
変
化
と

運
動
不
足
、
肥
満
の
増
加
、
そ
れ
に
ス

ト
レ
ス
の
多
い
生
活
な
ど
が
深
く
か
か

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

自
覚
症
状
と
し
て
は
、
の
ど
が
か
わ

く
、
尿
の
量
が
多
い
、
皮
虐
の
か
ゆ
み
、

疲
れ
や
す
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
自

覚
症
状
の
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
も
あ
り

健
康
診
断
等
で
初
め
て
見
つ
か
る
場
合

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

騨
鑑
蕊
讓
鍵
露
鐸
潔
謬
蕊
蕊
、
荊
凋
、

藍

鰹
纏
■
邑
門
一
Ｆ
ゞ
＊
厚
腿
は
識
鍵
》
識
ぞ
菫
轤
、
典
”
幸
簿
》
型
塗

し
か
し
、
症
状
が
出
る
前
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
臓
器
に
変
化
を
起
こ
し
て
き
て

い
ま
す
。
図
に
示
す
よ
う
に
全
身
に
合

併
症
を
お
こ
す
怖
い
病
気
で
あ
る
の
が

待
徴
で
す
。

尿
に
糖
が
出
た
時
や
症
状
な
ど
に
気

づ
い
た
ら
自
己
判
断
せ
ず
、
早
め
に
医

師
の
診
断
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
合

併
症
の
予
防
に
重
要
で
す
。

ま
た
、
健
康
と
思
っ
て
い
る
人
で
も
、

年
一
回
は
健
康
診
断
を
き
ち
ん
と
受
け

早
く
発
見
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
肥
満
に

な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露

第
十
回
高
萩
市
公
民
館
ま
つ
り

”

ー

十
月
二
十
日
㈹
高
浜
運
動
広
場
で

茨
城
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
会
県
北
ブ

ロ
ッ
ク
の
第
一
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
か
れ
、
六
市
町
村
か
ら
五
十
チ
ー

ム
、
約
三
百
人
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。

十第1回県北ブロック
且ゲートボール大会

蕊
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｢消えたかな？気になるあの火もう一度」

－秋の火災予防運動一

11月26日耐から12月2日㈱

”
鯉
應
窓
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
に
“

昭
和
六
十
二
年
度
市
民
健
康
ま
つ
り

と
き
十
一
月
二
十
七
日
㈲
、
午
後

一
時
三
十
分
～
午
後
四
時

と
こ
ろ
文
化
会
館

テ
ー
マ
〃
健
康
な
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
に
〃

講
演
「
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
を

め
ざ
し
て
」
Ｉ
子
ど
も
の
性

の
問
題
を
含
め
て
Ｉ

ｏ
茨
城
県
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

稲
田
六
郎
所
長

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
最
近
の
子
ど
も
の

成
熟
と
健
康
状
態
」

今年も恒例の秋の火災予防運動が， 11月26日(木)か

ら12月2日(水)まで1週間にわたり実施されます。

この運動は，火災が発生しやすい時期を迎えて，

火災予防思想の一層の普及と火災の発生を防止する

ために，行われるものです。財産の損失や死傷事故

を防ぐよう充分心がけるようにしましょう。

回火の用心・7つのポイント画

○寝タバコやタバコの投げ捨てをしない。

○子どもは， マッチやライターで遊ばせない。

○風の強いときは， たき火をしない。

○天ぷらを揚げるときは， その場を離れない。

○家のまわりに燃えやすいものを置かない。

○風呂の空だきをしない。

○ストーブには．燃えやすいものを近づけない。

健
康
の
増
進
、
病
気
の
予
防
、
検
診
、

治
療
、
そ
の
他
の
福
祉
問
題
な
ど
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

当
日
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

で
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

と
き
十
一
月
二
十
三
日
（
勤
労
感

みつめよう

害あなたの

健康を…

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
立
場
か
ら

○
学
校
に
お
い
て

○
保
健
婦
の
立
場
か
ら第1回雄雲第1回病院祭

※防火に関しての相談などがありましたら，高萩市

十王町事務組合消防本部へ念22－2258

ｰ

高萩協同病院

鍔串

謝
の
日
）
午
前
九
時
～
午
後
四
時

と
こ
ろ
高
萩
協
同
病
院

※
詳
し
く
は
、
壷
二
三
’
一
二
一
二
へ

親
こ
そ
最
良
の
教
師

障
害
児
の
早
期
教
育
療
法

相
談
指
導
会力た

上

ダ
ウ
ン
症
な
ど
で
発
育
の
遅
れ
や
偏

り
が
み
ら
れ
る
乳
幼
児
に
、
早
期
教
育

療
法
を
施
す
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
を

目
的
に
、
県
内
の
障
害
児
を
持
つ
親
た

ち
が
集
ま
っ
て
県
ポ
テ
ー
ジ
協
会
を
設

立
し
て
い
ま
す
。

ポ
テ
ー
ジ
と
は
、
米
国
の
ポ
テ
ー
ジ

市
で
開
発
さ
れ
た
障
害
児
の
早
期
教
育

療
法
で
、
知
能
の
発
達
促
進
や
連
動
、

身
辺
自
立
、
社
会
性
な
ど
の
発
達
を
め

国際電話葱かけてみ議せんが〃J
無料で公開通話

KDD茨城衛星通信所では,高萩市産業

祭で国際電語の公開通話(無溌)を行いま

す｡？ご請霞”“ﾙ ﾙ下語にき"お申し殻ｵ'■
みください｡≦(高萩市民に限ります｡）

と きn月21日(土)， 22日（日）

○午前の部11:00～11 ：40

米鰯, ｱジｱﾀ 〈ｵｾｱﾆｱ地域
巌 ； 式 “" ,報, ： 繩 ： …謀 ；灘,、 ；

” ○午後の部14:20～15 :00 Ⅱ、

西欧， アフリカ,≧中東地域

ところ市民体育館内KDDコーナー

応募方法張官製はがき」に注所，氏名，年
” 、、

■ ” 感:Ⅱ職業，電話番号，通話相手〆
' 4 1

の氏名，国名§都市名，電話番

号を記入のうえず 11月15日旧)ま‘

でにお申し込みください。

申し込み〒318高萩市石滝呉坪650 妄々
I .』

, ： ， ： ､､ ,, : . ， ．;蕊"識､ ’ 、 教､ :

JKDD？]KDD茨城衛星通信所広報課l

※応募者多数の場合は，抽選により決定し

当選者にはrはがき」で連絡します。

蕊

垂
曙
託

蘂

ざ
し
て
、
親
こ
そ
最
良
の
教
師
と
い
う

理
想
の
も
と
に
、
母
親
が
家
庭
で
子
ど

も
を
指
導
す
る
た
め
の
五
百
項
目
以
上

に
及
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
た
も

の
で
す
。

た
と
え
ば
、
ダ
ウ
ン
症
の
子
は
早
い

時
期
に
つ
っ
ぱ
り
立
ち
を
し
よ
う
と
し

ま
す
が
、
早
く
立
つ
練
習
を
し
て
し
ま

う
と
、
関
節
を
使
わ
な
い
で
歩
く
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
っ
か
り
ハ

イ
ハ
イ
を
さ
せ
て
…
…
等

相
談
指
導
会

と
き
毎
月
第
一
、
第
三
木
曜
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
援
護
係

念
二
三
’
二
二
一
内
線
三
五
二

（
）

鑑こ

hＦ
“

糞
化
含
臨

も
主
お
し
も
⑳

十
一
月
三
十
日
㈲
午
後
六
時
Ｉ

地
人
会
公
演
閉たわ

む

「
危
険
な
戯
れ
」

入
場
料
Ｓ
席
三
、
五
○
○
円

Ａ
席
三
、
○
○
○
円

入
場
券
発
売
中

蠅
閉
醐
軌
・
転
稲
畳
し
ご
逓
色
』
＃
値
、
馳
髄
Ｆ
馴
瑚
く
糀
蹴
轍
承
哩
１
附
捌
窓
ら
顎
，

麓出
演
者

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
尋
品
ふ
め
＆
晶
曇
＆
＆
晶
晶
＆
曇

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
・

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

文
化
会
館
（
冠
二
三
’
七
四
一
二

琳
季
４
部
軍
守

識

哩

齢

…

翼

毒

蒔

ゞ

泌

鍵

、

“

堂

宰

一

曼

画

竪

辱

富

貴

。

ｗ

爆

蚕

緯

ｗ

￥

・

門

試

小

曾

罰

璽

奪

誕

§

豊

琴

呈

廓

量

罪

曇

．

録

職

縦

織

確

鍼

瞬

辮

山
本
西
岡
矢
代
新黒
川

陽
子
徳
馬
朝
子
克
利
真
紀

Ｐ
Ｆ

"急



報
国
函
網
野
、
竃
罰
掴
圃
聞
毎
Ｆ
■
酎
貝
』
再
説
晦
闘
劇
跨
閏
剛

1

はかりの定期検査を実施します
Iこの社会はかりの定期検査を11月27日(金)から12月4日(翁まで，下記の

会場で実施します。はかりを「取引」 ・ ｢~証明」に使用されてい

るかたは，必ず検査を受けてください。

なお，計量士による検査（代検査） を受検したはかりは，今

回の検査は免除されます。

あなたの税がいきている
鐸
“
過
呈
『
Ｆ
民
Ｌ
■
■
■
醗
酔

税を知る週間 11月11日(水)～11月17日(火）
偽
恥
唖
隠
圃
岡
隈
藤
騒
麗
靭

検査日程 税金についてのご相談は，税務署または税

務相談室へお気軽にどうぞ。

日立税務署壷(0294) 21-6346場 ｜ 鯖 青検査日 時 間

11日27日（金） 午前10時～午後3時

今
云

旧高萩市商工会(春日町）
税理士無料税務相談

午前10時～午前11時30分

11月30B(月） 午後1時～午後2時

午後2時10分～午後3時

秋山小学校

上手綱生活改善センター

下手綱公民館

烏曽根三代商店前

下大能川松商店前

上大能国井商店前

上君田生活改善センター

下君田松本商店前

横川豊田商店前

11月11日(ｵ9は， 「税を知る週間」の一環と

して，午前9時から午後4時まで， 日立税務

署管内各税理士事務所で， 「税の無料相談」

を実施します。お気軽にご相談ください。

関東信越税理士会日立支部

午前10時～午前10時20分

午前10時40分～午前11時

午前11時10分～午前11時20分

午後12時30分～午後12時50分

午後1時20分～午後2時

午後2時30分～午後3時

｝

12月1日(火

⑳
調
停
相
談
会

と
き
十
一
月
十
三
日
③

午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
市
民
セ
ン
タ
ー

主
催
日
立
調
停
協
会

相
談
貝
民
事
・
家
事
調
停
委
員

相
談
内
容
金
銭
、
土
地
建
物
、
交
通

事
故
、
公
害
、
夫
婦
・
親
子
・

遺
産
等
の
民
事
・
家
庭
の
紛

争
一
般

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
扱
い
で
す
。

午前10時～午後3時

午前10時～午後3時

高萩車検場12月2日(水）

|亘和化学工業㈱高萩工場 団地内企業のみ12月3日(木）

午前10時～午後3時 旧高萩市商工会(春日町）12月4日(金）

※昨年の定期検査後（昭和61年12月5日以降）にはかりを購入

し，使用されているかたは，市役所商工課(a23-2111,内線

462） まで連絡してください。

と
き
十
一
月
二
十
七
日
㈱
～
二
十

九
日
⑧
、
午
前
九
時
～
午
後
四

時
三
十
分
（
二
十
八
日
出
は
午

後
八
時
三
十
分
ま
で
）

と
こ
ろ
市
民
体
育
館

内
容
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、

高
萩
市
青
少
年
美
術
・
書
道
展

第
五
回市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

と
き
十
一
月
二
十
三
日
（
勤
労
感

謝
の
日
）
午
前
十
時
～

と
こ
ろ
文
化
会
館

※
入
場
は
無
料
で
す
。
み
な
さ
ん
、
お

誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

文
化
会
館
念
二
三
’
七
四
二

高
校
、
一
般
（
音
楽
愛
好
団
体
）

表
（
入
場
無
料
）

午
後
十
二
時
三
十
分
～
午
後
四
時

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ

念
二
三
’
一
三
一
二

第14回市民書楽祭
ー

と
き
十
一
月
二
十
二

日
側
、
午
前
十
時
三

十
分
～
午
後
四
時

と
こ
ろ
文
化
会
館

内
容
○
ゲ
ス
ト
出
演
（
整
理
券

が
必
要
で
す
。
）
午
前
十

時
三
十
分
～
正
午

○
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育

所
、
小
学
校
、
中
学
校
、

般
（
音
楽
愛
好
団
体
）
発

市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室

参
加
者
募
集

茨城蛎眼低薗金 と
き
十
一
月
二
十
一
日
出
、
二
十

八
日
山
、
十
二
月
五
日
出
の
三

日
間
、
午
後
一
時
三
十
分
～
午

後
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
ス
ケ

ー
ト
場

対
象
者
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般

募
集
人
員
五
十
人

参
加
料
二
、
○
○
○
円
（
貸
靴
代
は
別
）

申
し
込
み
締
め
切
り
十
一
月
十
四
日

出
ま
で
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、
参
加
料
を
添
え
て
市

民
体
育
館
へ
金
二
三
’
二
五
五
二

小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
及
び

二
十
五
歳
未
満
の
か
た
の
絵
画
、

書
道
（
硬
筆
含
む
。
）
の
展
示

（
約
一
、
五
○
○
点
）

※
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ

念
二
三
’
二
三
一

一

巻〆 砿 正

1 日 3，570円

1時間 447円

昭和62年10月15日より実施

※詳しくは,茨城労鰄基準
熟： ¥ ¥’ 1：

局公壷(0292)24－6215
ノ

〃3



↑
、
、
、
、
、三
Ｊ
‘
十
Ｉ
１
４
二
Ｊ
》
》

⑦日曜当番医⑦

’

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです。

血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
た
に
成
分

献
血
制
度
を
設
け
、
ご
希
望
の
か
た
に

成
分
献
血
の
登
録
者
と
し
て
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

○
成
分
献
血
と
は

一
人
の
献
血
者
か
ら
成
分
採
血
装
置

し
よ
う

を
用
い
、
主
に
血
小
板
、
血
漿
を
採
取

し
、
赤
血
球
等
を
同
時
に
献
血
者
に
返

還
す
る
方
法
を
成
分
献
血
と
い
い
ま
す
。

○
な
ぜ
成
分
献
血
が
必
要
な
の
か

近
年
、
医
学
の
進
歩
に
よ
り
患
者
さ

成
分
献
血

実
施
の
お
し
ら
せ

建設中の高架路
時代にあわせ

街が変わり道路が伸びてぃく
ますがた

国道と県道桝形付近をはさんで

建設中の市街高架路
かずひ乃

高萩美術協会員斉藤収弘

＝

霧
溌

ん
が
必
要
と
す
る
血
液
分
だ
け
を
輸
血

畷

す
る
方
法
で
、
一
般
の
献
血
に
比
べ
新

鮮
で
効
果
が
あ
る
血
液
成
分
を
輸
血
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

董
側
急

成
分
献
血
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

善
意
あ
り
が
と
う

○
実
施
日

毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
○
鈴
木
キ
ミ
さ
ん
本
町

午
後
三
時
ま
で
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
登
録
及
び
実
施
機
関
○
熊
代
昭
一
さ
ん
島
名

茨
城
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

壷
○
二
九
二
’
四
三
’
一
五
二
一
○
山
北
菫
行
さ
ん
東
京
都

※
詳
し
く
は
、
衛
生
課
へ
金
二
三
Ｉ
三
千
七
十
五
円
一
社
会
福
祉
へ

一
二
二
内
線
三
六
三
、
三
六
四
○
大
坂
千
代
さ
ん
本
町

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

雷
八
回
震
譲
電
産
業
察
と

震
十
読
回
畿
允
鮫
の
猶
責
窒
治
展
一

議
（
）

｜
’

○
斉
藤
任
三
さ
ん
高
萩

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

囮
寄
贈
・
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
花
園
教
之
さ
ん
本
町

古
書
寄
贈

○
細
金
貞
實
さ
ん
赤
浜

○
松
本
栄
子
さ
ん
本
町

F11月の納税一～人口と世帯～
前月比

国民健康保険税 人口 34,780(~'-24）
（第4期）

男 17,138(+31)

国民年金（11月分） 女 17,642( 7)

世帯10,478(+5)

納期限 11月30日
(昭和62年10

擬壷

月1日現在）

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－
〃響

12月6日

12月13日

12月20日

12月27日

自三と医院|東本町
諸原医院|高戸
十王医院十王町
立花医院

戸医院

東本町

安良川

22－2697

23 3113

32－3266

22－3512

23-2318


